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資料３ 

１ 産廃特措法に基づく実施計画の概要 

（１）事業計画名 

能代産業廃棄物処理センターに係る特定支障除去等事業実施計画 

 

（２）事業費（平成１６年度～令和４年度） 

金  4,244,977,016円（うち国等支援額 1,414,981,000円） 

 

（３）事業内容 

項目 内容 

不法投棄等の場所 秋田県能代市浅内字此掛沢ほか 

特定産業廃棄物の対象量 約１０１万トン 

生活環境保全上達成すべ

き目標 

蒲の沢（南沢を含む。）や大館沢で滲出している地下水の 1,4-ジオキサン等

の「ＶＯＣ（揮発性有機化合物）」について、令和２年度までに環境基準値

を下回るレベルにする。 

支障の除去等の方法 ①汚水処理等の維持管理対策（汚染地下水の回収・処理、水処理施設の改

良・高度化等） 

②汚染拡散防止対策（遮水壁及び揚水井戸の設置等） 

③場内雨水対策（処分場上面部及び法面部へのキャッピング、雨水排水路

の整備等） 

④処分場調査（非破壊調査、ボーリング調査、重機試掘調査等） 

 

 

表１ 事業実施のスケジュール 

 

※平成 21年 11月に水質環境基準及び地下水環境基準に 1,4-ジオキサンが追加された。 

 

図１ 施設の整備状況 

 

２ 生活環境保全上達成すべき目標及びその達成状況 

○ 実施計画では、蒲の沢（南沢を含む。）や大館沢で滲出している地下水の 1,4-ジオキサン等の「ＶＯ

Ｃ（揮発性有機化合物）」について、令和２年度までに環境基準値を下回るレベルにすることを目標に設

定した。 

 ○ 令和４年度末時点において、南沢及び大館沢滲出水については、汚水処理等の維持管理対策や汚染拡散

防止対策などにより、平成 21年 11月に新たに環境基準に追加された 1,4-ジオキサンを含むＶＯＣは環境

基準値以下となっている。（図２、４） 但し、1,4-ジオキサンについては年平均値で環境基準値を下回る

ものの、測定値にばらつきがみられる。（図３） 

○ 一方、蒲の沢滲出水については、1,4-ジオキサンについてのみ、僅かに環境基準値を超過している。（図

２、３、４） 

表２ 目標の達成状況（沢別） 

地 点 項 目 
目標達成 

の評価 

1,4-ジオキサン濃度（R4年度） 

（環境基準値：0.05mg/L） 

蒲 の 沢 滲 出 水 
ＶＯＣ（1,4-ジオキサン以外） ○ － 

1,4-ジオキサン × 0.092 mg/L 

南 沢 滲 出 水 全てのＶＯＣ ○ 0.026 mg/L 

大 館 沢 滲 出 水 全てのＶＯＣ ○ 0.029 mg/L 

蒲の沢 

南沢 

大館沢 

●環境基準に 1,4-ジオキサン追加 
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図２ 周辺滲出水の 1,4-ジオキサン濃度の推移（年平均値） 

 

 

図３ 周辺滲出水の 1,4-ジオキサン濃度の推移（実測値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 周辺滲出水の主なＶＯＣ濃度の推移（実測値） 
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３ 蒲の沢滲出水対策継続の必要性 

○ 蒲の沢滲出水の 1,4-ジオキサンは減少傾向を示しているものの、依然として僅かに環境基準値を超えて

検出されている。（図２） 

○ 蒲の沢滲出水の 1,4-ジオキサン濃度が南沢、大館沢と比較して高いのは、蒲の沢の上流に位置する遮水

壁外の北側エリアの汚染が解消されていないことが一因と考えられる。（図５） 

○ 令和２年度に蒲の沢地下水流向の上流に位置する遮水壁外の北側エリアに揚水井戸を２基設置し、汚染

地下水の汲み上げ処理を強化するなどした結果、蒲の沢滲出水の 1,4-ジオキサンの濃度は確実に減少傾向

にある。（図２） 

○ このため、蒲の沢滲出水対策として、滲出水の回収・処理に加え、遮水壁外の北側エリアの地下水の浄

化を継続し、当該エリアの汚染の解消を図る必要がある。 

 

  

 

 

 

図５ 北側エリア・遮水壁内外における地下水等の 1,4-ジオキサン濃度分布 

４ まとめ 

○ 汚水処理等の維持管理対策や汚染拡散防止対策などにより、南沢及び大館沢で滲出している地下水の

1,4-ジオキサン等のＶＯＣは環境基準値を下回るレベルまで低減された。 

○ 一方、蒲の沢滲出水は 1,4-ジオキサンについてのみ僅かに環境基準値を超えて検出されている。しかし

ながら、令和２年度に蒲の沢地下水流向の上流に位置する遮水壁外の北側エリアに揚水井戸を２基設置し、

汚染地下水の汲み上げ処理を強化するなどした結果、蒲の沢滲出水の 1,4-ジオキサンの濃度は確実に減少

傾向にある。 

○ 以上のことより、令和５年度以降もこれまで行ってきた対策を基本とした環境保全対策を継続し、蒲の

沢、南沢及び大館沢において安定して環境基準値を達成するなど、生活環境保全上の支障又はそのおそれ

がない状態を維持する必要がある。 

 

 

以上 平成 26年４月 

令和５年２月 


